
紅梅のいと紋浮きたる葡萄染（えび
ぞめ）の御小袿（おんうちぎ）、今
様色（いまよういろ）のいとすぐれ
たるとはかの御料（おんりょう）

日時 令和５年２月５日（日）14:00～15:30

場所 一乗谷朝倉氏遺跡博物館（分館）あさみゅーホール

申込方法 博物館ホームページから予約してください

申込先着順 聴講無料 定員100名

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館

ふるさとの日公開講座

日本人に最も広く読まれ、日本文学の最高峰とも
称される『源氏物語』
戦乱の世に生きた朝倉の武将たちは、なぜ華やか
な宮廷の恋愛模様に彩られた『源氏物語』を愛読
したのでしょうか。朝倉一族や家臣たちが『源氏
物語』の写本や色紙を求め交流を深めた様子から、
戦国武将にとって『源氏物語』がどのような意味
をもっていたのかを考えます。

〒910-2151福井市安波賀中島町8-10 TEL0776-41-7700

予約QR

博物館HP QR


